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①医療MaaSの導入に関する検討会を年３回開催

• 検討会は県医師会、敦賀市医師会、三方郡医師会、小浜市医師会、市立敦賀病院、公立小浜病院が委員。嶺南６市町が

オブザーバーとして参加

• 第１回（ ７月） 令和７年度の事業内容を説明

• 第２回（１０月） 医療機関、市町などへの意向調査などを踏まえ、実証実験の候補先を決定

• 第３回（ ２月） 実証実験の内容を議論

② ８月に嶺南地域のうち２か所で医療ＭａａＳ展示会を開催

• 医療ＭａａＳの導入効果、事例などの紹介

• 車内見学、オンライン診療デモンストレーション

• 先行事例について自治体職員、医師による基調講演や

クロストーク

＜展示会開催の候補地＞

○小浜市

• 公立小浜病院の医師が４つの無医地区で巡回診療を実施

しているものの、現地までの移動に多くの時間を要している こ

ことなどが課題

※ 小浜市堅海、同 上根来、若狭町西浦、高浜町日引

○敦賀市

• ４つのへき地診療所を１人で担当している医師（市採用）が

高齢であり、 対応策として医療MaaSの活用を検討

※ 国保疋田診療所、同 杉箸出張所、同 葉原出張所、国保東浦診療所

へき地等における医療МａａＳの導入検討について

2

【展示する医療ＭａａＳ車両のイメージ】

令和７年度の実施状況・予定

嶺南地域の医療関係者の皆様に展示会をご覧いただきたい



第１回検討会での主な意見について

実施日 主な意見

７月１０日

• 医師不足は30年前から変わらず、将来的にへき地診療所の常勤医確保が困難になるため、医療MaaS等を活用した医療提供の維

持について検討しておくことは必要

• 交通弱者への医療提供が可能となること、医師の移動負担の軽減により巡回診療を効率化できること、オンライン診療の活用に

より専門医の意見が医療過疎地域に反映できることに期待

• 医師としては、対面診療が最優先であり、従来からのかかりつけ医、訪問・巡回診療医の活動を尊重してほしい。

• 市町がデマンド交通のような手段で患者を週に1回まとめて医療機関に運ぶ方が、効率的かつ対面診療が可能という利点はある。

一方で、デマンドバスは帰りの便がない場合や、乗り換えが必要などの課題があり、すべての需要に対応することは困難

• へき地の患者数は少なく、採算性の確保が課題である。行政による支援等の持続性があるスキーム構築を検討すべき。

• へき地医療を未実施の医療機関としては、無医地区の巡回診療を行っている医療機関での導入結果を踏まえて検討したい。
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